
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

6.6.3 （資料 3） 三方原用水二期地区 
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令
和
元

年
度

 
関

東
農

政
局
管

内
国

営
事

業
総

合
技

術
支

援
業

務
 

三
方

原
用

水
二

期
地

区
 

現
地

調
査

委
員

会
 

助
言

対
応

方
針

 

 

№
 

項
目
 

助
言

事
項

等
 

対
応
方
針

（
案
）
 

処
理
結
果
 

備
 

考
 

１
 

既
設
施
設

の
強

度
確
認
 

既
設
ト
ン

ネ
ル

天
端
に
つ

い
て
は
、
当
時

の
施

工

技
術

上
、
完

全
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
充

填
さ
れ
て
い

な
い

可
能
性
が
あ
る
。
施
工
前

に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
強

度
を

確
認
し
て
お
く

こ
と
。
 

 
確

認
す
る

。
 

 
工

事
契

約
後

、
受

注
業

者
に
よ

り
コ

ア
採

取
を

行
い

、
コ
ン
ク

リ
ー

ト
強

度
、
背
面

空
洞
の
有

無
、

覆
工
厚

さ
に
つ
い

て
確

認
す
る
。

 

 

２
 

仮
設
計
画

の
検

討
 

坑
口
か
ら

坑
内

に
移
動
す

る
際
の

昇
降

設
備
な

ら
び

に
設
置
方
法
を

検
討
す
る

こ
と
。
 

 
検

討
す
る

。
 

 
既

設
水

路
と

挿
入

す
る

鋼
管

と
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

が
殆

ど
無

い
こ

と
か

ら
、
や
む

を
得
な
い

措
置

と
し
て

仮
設
梯
子

で
対

応
す
る
。

 
 
 

 
 

 

【
補

足
説
明
１

】
 

 

３
 

仮
設
計
画

の
検

討
 

作
業
時
間

を
短

縮
又
は
有

効
活
用

を
目

的
と
し

た
仮

置
き
ヤ
ー
ド
設

置
を
検
討

す
る
こ
と
。
 

 
検

討
す
る

。
 

 
坑
口

周
り
の
ス
ペ
ー

ス
を
利
用

し
て
、
Ｈ
鋼
架
台

の
設
置
に

よ
り
通
水
時

に
鋼

管
搬
入
の
準
備

を
行
う
も

の
と
す

る
。
 
 

 
 
 
【
補

足
説
明

２
】 

 

４
 

充
填
材
圧

送
方

法
の
検
討
 

ス
イ
ム
グ

ラ
ウ

ト
と
ビ
ス

コ
ト
ッ

プ
充

填
材
に

つ
い

て
、
高

粘
性
材
料
の
圧
送

方
法
に

つ
い
て
検
討

す
る

こ
と
。
 

 
検

討
す
る

。
 

 
ビ

ス
コ

ト
ッ

プ
充

填
材

は
粘
性

が
高

く
、

長
距

離
圧

送
に
向
か

な
い

。
一

方
で
、
日
当
た
り

打
設
量
は

2～
3m

3
と
少
な
い

こ
と
か
ら
、
坑
口
周
り

の

ス
ペ
ー

ス
を

利
用

し
て

小
型
機

械
に

よ
る

プ
ラ

ン
ト

ヤ
ー
ド
を

設
置

し
、

坑
口
直
近

か
ら
充
填

材
を

打
設
す

る
方
法
に

変
更

す
る
。【

補
足
説
明

３
】
 

 

５
 

鋼
管
の
強

度
 

裏
込
め
強

度
を

期
待
し
な

く
て
も
、
鋼
管

で
十

分

に
土

被
り
や
水
圧
に

耐
え
ら
れ

る
こ
と
を
確

認
す

る
こ

と
。
 

 
計

算
手
法

を
確
認
す

る
。
 

 
土

被
り

荷
重

に
対

す
る

管
体
構

造
計

算
を

行
っ

た
結

果
、
所
定

の
強

度
を

確
保
で
き

る
こ
と
を

確
認

し
た
。
 
 
 
 

 
 

 
 
 
【
補

足
説
明

４
】 

 

６
 

充
填

材
に

よ
る

濁
水

の
対

策
に
つ
い

て
 

濁
水
対
策

に
留

意
す
る
こ

と
。
 

 
施

工
時
に

検
討
す
る

。
 

 
坑

口
周

り
ヤ

ー
ド

か
ら

、
地
上

ヤ
ー

ド
に

設
置

し
た

濁
水
処
理

施
設

へ
送

水
し
て
処

理
す
る
．
  
  

  
  
  
 
  
  
  
  

  
  
 
  
  
【
補
足

説
明
５
】 

 

７
 

溶
接
に
つ

い
て
 

半
割
鋼
管

溶
接

時
に
つ
い

て
、
坑
内
で
の

調
整

作

業
が

発
生
す
る
。
調
整
時
間
を

踏
ま
え

た
施
工
計
画

と
す

る
こ
と
。
 

ま
た
、
溶

接
で

求
め
ら
れ

る
精
度

を
確
認
し
、
芯

出
し

方
法
や
所
要
時

間
等
の
確

認
を
す
る
こ

と
。
 

 
メ

ー
カ
ー

も
含
め
て
、
作
業
方

法
、
作
業
時
間

等
を

確
認

す
る
。
 

 
現

設
計

に
お

い
て

は
、

坑
内
配

管
の

専
門

業
者

と
打

ち
合
わ
せ

を
行

い
、

想
定
し

得
る

作
業

時
間

に
基
づ

き
工

程
日

数
を

設
定

し
て
い
る

。
ま

た
、

溶
接
時

の
芯

出
し

方
法

に
つ
い

て
、

同
上

業
者

に
ヒ

ア
リ
ン
グ

を
行

い
、

こ
れ
に
基

づ
き
設
定

し
た

作
業
時

間
と
な
っ

て
い

る
こ
と
を

確
認
し

た
。

  

【
補

足
説
明
６

】
 

 

８
 

溶
接
に
つ

い
て
 

施
工
性
を

考
慮

し
て
、
鋼
管
の
ソ

ケ
ッ
ト
や

ボ
ル

ト
止

め
の
採
用
を
検

討
す
る
こ

と
。
ま

た
、
溶

接
の

場
合

、
6
日
に

1
回

の
作
業
で

水
中
溶

接
が

必
要
に

な
る

た
め
作
業
員
の

確
保
が
困

難
と
思
わ
れ

る
。
 

 
水

替
え
で

き
な
い
箇

所
は

ボ
ル
ト

止
め
で
検

討
し

て
い

る
が
、
全

て
ボ
ル
ト

止
め

に
す
る

か
ど
う
か

は
施
工
性
も

含
め
て
検

討
。
 

 
鋼

管
溶

接
接

合
か

ら
フ

ラ
ン
ジ

・
ソ

ケ
ッ

ト
接

合
へ

の
施
工
方

法
の

変
更

は
、
施
工

時
間
短
縮

の
観

点
か
ら
極

め
て
有
効

な
策

と
受
け
止

め
て
い

る
。

た
だ
し

、
フ

ラ
ン

ジ
化

は
、
半

割
鋼

管
を

変
形

さ
せ

て
坑
口
へ

搬
入

さ
せ

る
都
合
か

ら
採
用
が

困
難

で
あ
る
（
１
号

ト
ン
ネ
ル
を
除
く

）。
ま
た
、
鋼

管
の
ソ
ケ

ッ
ト
化
は

、
耐

震
性
能
の

照
査
手
法

を
明

確
化
す
る

必
要
(
現
在

の
鋼
管
の

耐
震
設
計

手
法

は
溶
接

継
ぎ
手
を

前
提

と
し
て
い

る
)が

あ
り
、

R2
年
度
に
お
い
て

検
証
を
行
っ

て
い
く
も
の

と
す
る
。
【
補
足
説

明
７
】
 

 

９
 

流
水
阻
害

低
減

の
検
討
 

断
面
の
変

化
部

に
つ
い
て

水
が
ス

ム
ー

ズ
に
流

れ
る

方
法
を
検
討
す

る
こ
と
。

 

 
テ

ー
パ
ー

を
で
き
る

だ
け

設
置
す

る
こ
と
を

検
討

。
 

 
補

強
鋼
管

端
部
の
テ

ー
パ

ー
化
を

行
う
こ
と

で
検

討
を
進
め

る
。
 

 
【
補

足
説
明
８

】
 

 

 

資
料
３
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補
足
説

明
１
．

坑
口

の
昇
降
施
設

に
つ
い
て
 

 
２
・
３
号
、
４
号
ト
ン
ネ
ル
と
も
、
鋼
管

の
搬
入
口
と
な
る
オ
ー
プ
ン
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
区
間
は
幅
員
が
狭

く
、
仮
設
階

段
を
設

置
す
る

余
地

に
恵
ま
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
施
工

時
に
あ
た
っ
て
は
梯
子
の
み
で
昇
降
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

 
規
則

上
は
、
昇
降
施
設
の
設
置
が
困
難
な
場
合
は

特
に
規
定
を

設
け

て
お
ら

ず
、
梯
子
の
構
造
に
つ

い
て
も

丈
夫
で
あ
る

こ
と
を

除
い
て

定
め

は
無
い
。
 

 
本
工

事
に
お

い
て

は
、
梯
子
を
ア
ン
カ
ー

等
で
固

定
す
る
と

と
も
に

、
地
上
面
か
ら
あ
る
程

度
の

立
ち
上

げ
を
設
け
、
底

部
は
水

路
傾
斜

に
足

を
取
ら
れ
な

い
よ
う
、
仮
設
平
場
を
設

け
る
等
の
方
策
を
採
る
も
の
と
す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

           

    

※
鋼
管

挿
入

時
に
は
、
水
路
と

管
材
と
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
殆
ど
無
く
 

仮
設
階
段
等
の

昇
降

施
設
を
設
置

す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

 

            

図
－
梯
子

設
置

方
法
の
概

念
 

 ※
参
考
：

労
働
安
全

衛
生

規
則

 

(昇
降
す
る

た
め
の
設

備
の

設
置
等

) 

第
五

百
二
十
六

条
 

 

１
 

事
業
者
は

、
高

さ
又
は
深

さ
が
一
・
五

メ
ー
ト
ル
を
こ

え
る
箇

所
で
作
業

を
行

な
う
と

き
は
、
当
該
作

業
に
従
事

す
る
労

働
者
が
安

全
に
昇
降
す
る

た
め
の

設
備
等
を
設
け

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
た
だ

し
、
安
全

に
昇
降
す
る

た
め
の
設

備
等
を

設
け
る
こ

と
が
作
業
の
性

質
上
著

し
く
困
難
な
と

き
は
、
こ

の
限
り

で
な

い
。

 

２
 

前
項
の
作

業
に

従
事
す
る

労
働
者

は
、
同
項

本
文
の
規

定
に
よ

り
安

全
に
昇
降

す
る
た

め
の
設
備
等
が

設
け
ら
れ

た
と
き

は
、
当
該

設
備
等
を
使
用

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。
 

 (移
動
は
し

ご
) 

第
五

百
二
十
七

条
 

 

  
事

業
者
は
、
移

動
は
し
ご
に
つ

い
て
は
、

次
に
定
め

る
と

こ
ろ
に

適
合
し
た

も
の

で
な
け

れ
ば
使
用

し
て
は
な
ら
な

い
。

 

一
 

丈
夫
な
構

造
と

す
る
こ
と

。
 

二
 

材
料
は
、

著
し

い
損
傷
、

腐
食
等

が
な
い
も
の
と

す
る
こ

と
。
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補
足
説

明
２
．

坑
口

周
辺
へ
の
仮

設
ヤ
ー
ド
設
置
に
つ
い
て

 

鋼
管

の
搬
入

口
と
な
る
オ
ー
プ

ン
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
上
部
に
Ｈ
鋼
架
台
を
組
み
、
地
上
ヤ
ー
ド
か
ら
索

道
で
吊

り
上
げ

た
管
材

を
受
け

取
ら

せ
る
方
策
を

採
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

作
業
を
通
水
期
間
中
に
終
え
て
お
け
ば
、
断
水
＋
水
位
低
下

と
同
時

に
坑
内

搬
入

作
業
が
着
手

可
能
で
あ
り
、
工
事
進
捗

の
確
保
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
 

  

 

図
－
坑

口
仮

設
架
台

の
イ
メ
ー
ジ
 

            

補
足
説

明
３

．
空
隙

充
填
材
の
注

入
方
法
に
つ
い
て
 

ト
ン

ネ
ル
坑
口
周
辺
に
は
若
干
の
平
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
仮
置
き
ヤ
ー
ド
と
し
て
活
用
す
る
。
特
に
、

本
工

事
で
使
用

す
る
グ

ラ
ウ

ト
材
（

ビ
ス
コ
ト
ッ

プ
）
は
高
粘
性
で
、
長
距
離
圧
送
が
出
来
な
い
た
め
、
こ
の
仮
置
き
ヤ
ー
ド
に
設
置
し

た
注
入

プ
ラ

ン
ト
を

用
い
て
充
填

作
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

図
－
２
・
３
号

ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
周

辺
ヤ

ー
ド
（
案
）
 

 

図
－
４
号

ト
ン
ネ
ル
の
坑

口
周
辺

ヤ
ー
ド
（
案
）

 

 

坑
口

ヤ
ー

ド
求

積
表

（
大

打
設

量
2
m
3 /
h
r
）

基
材

用
ミ

キ
サ

ー
1
0
0
0
L
級

3
.
1
m
 

2
.
1
m

6
.
5
1

基
材

用
グ

ラ
ウ

ト
ポ

ン
プ

2
2
k
w

3
.
2
m
 

0
.
6
m

1
.
9
2

添
加

剤
用

ミ
キ

サ
ー

8
0
0
L
級

3
.
1
m
 

1
.
7
m

5
.
2
7

添
加

剤
用

グ
ラ

ウ
ト

ポ
ン

プ
1
1
k
w

1
.
6
m
 

0
.
6
m

0
.
9
6

基
材

・
添

加
剤

混
合

装
置

1
.
5
m
 

1
.
0
m

1
.
5
0

吸
水

槽
3
m
3
級

1
.
5
m
 

2
.
0
m

3
.
0
0

排
水

槽
3
m
3
級

1
.
5
m
 

2
.
0
m

3
.
0
0

発
動

発
電

器
1
0
0
k
V
A

2
.
7
5
m
 

1
.
0
5
m

2
.
8
9

基
材

置
き

場
（

バ
ラ

袋
）

1
0
0
袋

程
度

1
.
0
m
 

2
.
0
m

2
.
0
0

添
加

剤
置

き
場

（
一

斗
缶

）
1
2
0
本

程
度

1
.
0
m
 

1
.
5
m

1
.
5
0

計
2
8
.
5
5

余
裕

率
2
0
0
%

①
必

要
ヤ

ー
ド

面
積

8
5

②
ヤ

ー
ド

利
用

面
積

1
5
9

判
定

（
①

＜
②

→
o
k
）

ｏ
ｋ

項
目

規
格

平
面

寸
法

必
要

面
積

(
m
2
)

坑
口

ヤ
ー

ド
求

積
表

（
大

打
設

量
2
m
3
/
h
r
）

基
材

用
ミ

キ
サ

ー
1
0
0
0
L
級

3
.
1
m
 

2
.
1
m

6
.
5
1

基
材

用
グ

ラ
ウ

ト
ポ

ン
プ

2
2
k
w

3
.
2
m
 

0
.
6
m

1
.
9
2

添
加

剤
用

ミ
キ

サ
ー

8
0
0
L
級

3
.
1
m
 

1
.
7
m

5
.
2
7

添
加
剤

用
グ

ラ
ウ

ト
ポ

ン
プ

1
1
k
w

1
.
6
m
 

0
.
6
m

0
.
9
6

基
材

・
添

加
剤

混
合

装
置

1
.
5
m
 

1
.
0
m

1
.
5
0

吸
水

槽
3
m
3
級

1
.
5
m
 

2
.
0
m

3
.
0
0

排
水

槽
3
m
3
級

1
.
5
m
 

2
.
0
m

3
.
0
0

発
動

発
電

器
1
0
0
k
V
A

2
.
7
5
m
 

1
.
0
5
m

2
.
8
9

基
材

置
き

場
（

バ
ラ

袋
）

1
0
0
袋

程
度

1
.
0
m
 

2
.
0
m

2
.
0
0

添
加
剤

置
き

場
（

一
斗

缶
）

1
2
0
本

程
度

1
.
0
m
 

1
.
5
m

1
.
5
0

計
2
8
.
5
5

余
裕

率
2
0
0
%

①
必

要
ヤ

ー
ド

面
積

8
5

②
ヤ

ー
ド

利
用

面
積

9
6

判
定

（
①

＜
②

→
o
k
）

ｏ
ｋ

項
目

規
格

平
面

寸
法

必
要

面
積

(
m
2
)
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補
足
説

明
４
．

鋼
管

の
構
造
計
算

に
つ
い
て
 

①
土
被

り
荷
重

に
対

す
る
照
査
 

 
検
討

対
象
区

間
は

ト
ン
ネ
ル
の

坑
口
区
間
で
あ
り
、
何
れ

も
土
被
深
が
浅
く
地
下
水
も
な
い
。
こ
こ
で
は
「
溝
型
埋

設
」
と

仮
定
し

て
、

土
圧
に
対
す

る
管
体
構
造
計
算
を
行
っ

た
結
果
、
何
れ
の
区
間
に
お
い
て
も
所
定
の
強
度
（
た
わ
み

率
）
を

満
足
す

る
こ

と
が
確
認
さ

れ
た
。
 

 a
.
管
体

設
置
条

件
 

ト
ン
ネ
ル

名
 

補
強

延
長

 
補

強
鋼
管
諸
元

 
土
被

り
深

 

(m
) 

備
考

 
口
径

(m
m

) 
板
厚

(m
m

) 
材
質

 

１
号

 
8.

0m
 

3,
10

0 
12

 
S

T
W

40
0 

3.
8 

地
下
水
無
し

 

２
・
３
号

 
8.

0m
 

〃
 

〃
 

〃
 

2.
1 

〃
 

４
号

 
4.

0m
 

〃
 

〃
 

〃
 

3.
2 

〃
 

 b.
裏

込
め
材

の
強

度
 

 
鋼
管
と

既
設
ト
ン

ネ
ル
と
の
空

隙
は
、
セ

メ
ン
ト
系
材
料

で
裏
込

を
行
う
。

 

裏
込
め
材

は
、
土
地

改
良
事
業
計

画
設
計
基

準
・
設
計
「
水

路
ト
ン

ネ
ル
」

p.
27

4 
 

の
記
述
に

準
じ
て
、

1.
0N

/m
m

2
の
強
度

を
持
た
せ
る
こ

と
で
、

地
山
と
同

程
度

の
 

支
持
角
が

得
ら
れ
る

も
の
と
考
え

た
。

 

                     

 c.
周

辺
地
山

の
条

件
 

 
過
年
度

の
調
査
に

よ
る

と
、
検

討
対
象
区

間
の

土
質
は
礫

質
土
が

主
体
（
赤
枠
部

分
）
で

あ
る
。
そ

の
物

性
値
は
下

表
の
と

お
り
で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 

                                 

件
　

名
：
三

方
・

鋼
管

補
強

区
間

の
検

討
ケ

ー
ス

：
１

内
径

　
　
　

　
　

Ｄ
＝

  
31

0
0.

0 
m
m

布
設

状
態

　
　
　

溝
　

　
形

群
集

荷
重

(耕
作

道
,
山
林

下
)

3
.0
0

k
N/
m
2

外
径

　
　
　

　
Ｄ

ｃ
＝

  
31

2
4.

0 
m
m

土
の

単
位

重
量

γ
＝

1
9.

00
kN

/m
3

沈
下

比
　

　
　

　
　

　
γ

s
d＝

  
-
0.

1

管
厚

　
　
　

　
　

Ｔ
＝

  
  

1
2.

0 
m
m

内
部

摩
擦

角
　
　

φ
＝

  
 
 3
5
.0

ﾟ
基

礎
材

の
反

力
係

数
ｅ

’
＝

7
00
0

k
N/
m
2

平
均

半
径
　

　
　

Ｒ
＝

  
15

5
6.

0 
m
m

土
圧

係
数

　
　
　

Ｋ
＝

  
0
.
27

10
変

形
遅

れ
係

数
　

　
　
Ｆ

1
 ＝

  
 
1.
0

余
裕

厚
　
　

　
　

ｔ
＝

  
  

 
0.

0 
m
m

設
計

支
持

角
　
２

θ
＝

 1
8
0
ﾟ（

自
由

支
承

）
設

計
た

わ
み

率
　

　
　
　

　
＝

  
 
3.
0
 
%

管
自

重
　
　

　
Ｗ

Ｐ
＝

  
9.

0
33

6 
k
N
/m

管
頂

掘
削

幅
　
　

Ｂ
＝

  
 
7
.2

24
 m

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

土
被

り
H

等
沈

下
面

He
土
圧

係
数

C

鉛
　

直

土
　

圧
公

　
式

鉛
直

土
圧

強
　

　
度

W
v

長
期

荷
重

た
わ

み
量

d
x1

長
期

水
平

荷
重

強
度

P
v

衝
撃

係
数 i

鉛
直

荷
重

強
　

　
度

W
w

短
期

荷
重

た
わ

み
量

dx
2

短
期
水

平

荷
重
強

度
Pw

曲
げ

モ
ー

　
メ

ン
ト

M

た
わ

み

量 d
x

た
わ
み

率
許

容
た

わ
み

率
判

定
備

考

(
m)

(
m)

(k
N/

m
2 )

(
cm
)

(k
N/
m
2 )

(
kN
/
m2
)

(
c
m)

(k
N/
m
2
)

(k
N
･m

)
(c

m)
(%
)

(%
)

2
.1

0
2
.1
0
0

1.
0
00

垂
直

3
8.
0
0

3.
05

6
8
.7
1

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
4
.
69

7
3.

23
1.
0
4

3.
00

O
K

２
・

３
号
Ｔ

2
.2

0
2
.2
0
0

1.
0
00

垂
直

3
8.
0
0

3.
05

6
8
.7
1

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
4
.
69

7
3.

23
1.
0
4

3.
00

O
K

2
.3

0
2
.3
0
0

0.
6
42

Cc
3
8.
1
3

3.
06

6
8
.8
8

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
4
.
70

5
3.

24
1.
0
4

3.
00

O
K

2
.4

0
2
.4
0
0

0.
6
66

Cc
3
9.
5
5

3.
15

7
0
.7
9

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
4
.
80

3
3.

33
1.
0
7

3.
00

O
K

2
.5

0
2
.5
0
0

0.
6
90

Cc
4
0.
9
7

3.
23

7
2
.6
7

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
4
.8
9
9

3.
41

1.
1
0

3.
00

O
K

2
.6

0
2
.6
0
0

0.
7
14

Cc
4
2.
3
6

3.
31

7
4
.5
3

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
4
.9
9
3

3.
49

1.
1
2

3.
00

O
K

2
.7

0
2
.7
0
0

0.
7
37

Cc
4
3.
7
4

3.
40

7
6
.3
8

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.0
8
7

3.
57

1.
1
5

3.
00

O
K

2
.8

0
2
.8
0
0

0.
7
60

Cc
4
5.
1
0

3.
48

7
8
.1
9

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.1
8
0

3.
65

1.
1
7

3.
00

O
K

2
.9

0
2
.9
0
0

0.
7
82

Cc
4
6.
4
4

3.
56

7
9
.9
9

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.2
7
1

3.
73

1.
2
0

3.
00

O
K

3
.0

0
3
.0
0
0

0.
8
05

Cc
4
7.
7
7

3.
64

8
1
.7
7

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.3
6
2

3.
81

1.
2
3

3.
00

O
K

3
.1

0
3
.1
0
0

0.
8
27

Cc
4
9.
0
8

3.
71

8
3
.5
2

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.4
5
1

3.
89

1.
2
5

3.
00

O
K

3
.2

0
3
.2
0
0

0.
8
49

Cc
5
0.
3
8

3.
79

8
5
.2
5

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.5
3
9

3.
97

1.
2
8

3.
00

O
K

４
号

Ｔ

3
.3

0
3
.3
0
0

0.
8
70

Cc
5
1.
6
6

3.
87

8
6
.9
6

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.6
2
6

4.
04

1.
3
0

3.
00

O
K

3
.4

0
3
.4
0
0

0.
8
92

Cc
5
2.
9
2

3.
94

8
8
.6
5

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.7
1
2

4.
12

1.
3
2

3.
00

O
K

3
.5

0
3
.5
0
0

0.
9
13

Cc
5
4.
1
7

4.
02

9
0
.3
2

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.7
9
7

4.
19

1.
3
5

3.
00

O
K

3
.6

0
3
.1
7
8

0.
9
36

Cc
5
5.
5
4

4.
10

9
2
.1
6

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.8
9
0

4.
28

1.
3
7

3.
00

O
K

3
.7

0
3
.0
1
4

0.
9
60

Cc
5
6.
9
9

4.
18

9
4
.0
9

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
5
.9
8
9

4.
36

1.
4
0

3.
00

O
K

3
.8

0
2
.9
1
2

0.
9
85

Cc
5
8.
4
5

4.
27

9
6
.0
4

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
6
.0
8
8

4.
45

1.
4
3

3.
00

O
K

１
号

Ｔ

3
.9

0
2
.8
3
7

1.
0
09

Cc
5
9.
9
0

4.
36

9
7
.9
9

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
6
.1
8
7

4.
53

1.
4
6

3.
00

O
K

4
.0

0
2
.7
7
8

1.
0
34

Cc
6
1.
3
7

4.
44

9
9
.9
4

0
.0

3.
0
0

0.
18

4
.0

1
6
.2
8
7

4.
62

1.
4
9

3.
00

O
K

4
.1

0
2
.7
2
8

1.
0
59

Cc
6
2.
8
3

4.
53

10
1
.9
0

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
6
.
38

7
4.

71
1.
5
1

3.
00

O
K

4
.2

0
2
.6
8
7

1.
0
83

Cc
6
4.
3
0

4.
62

10
3
.8
6

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
6
.
48

6
4.

80
1.
5
4

3.
00

O
K

4
.3

0
2
.6
5
1

1.
1
08

Cc
6
5.
7
7

4.
70

10
5
.8
3

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
6
.
58

6
4.

88
1.
5
7

3.
00

O
K

4
.4

0
2
.6
1
9

1.
1
33

Cc
6
7.
2
4

4.
79

10
7
.7
9

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
6
.
68

6
4.

97
1.
6
0

3.
00

O
K

4
.5

0
2
.5
9
1

1.
1
58

Cc
6
8.
7
1

4.
88

10
9
.7
6

0
.0

3.
0
0

0
.
18

4
.0

1
6
.
78

7
5.

06
1.
6
3

3.
00

O
K

管
体
構
造
計
算
〔
鋼
管
　
φ
3
1
00
  
S
T
W
4
00
〕
 
(常

時
)
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補
足
説

明
５
．

濁
水

処
理
に
つ
い

て
 

 
背
面

充
填
時

は
、
既
設
ト
ン
ネ
ル
と
補
強
鋼
管
と

の
間
に
あ
る

空
隙

内
の
水

を
、
充
填
材
で
押
し
だ

し
な
が

ら
排
水
さ
せ

る
。
こ
の
排
水
は
、
坑
内
に
設
置

し
た
工

事
用
ポ
ン
プ
で
直

ち
に
坑
外
へ
搬
出
し
、
更
に

地
上
ヤ
ー
ド
の
濁
水
処
理
施
設
へ

送
水
す

る
計
画

と
す

る
。

 

 

図
－
濁
水

の
送

水
イ
メ
ー

ジ
 

 補
足
説

明
６
．

鋼
管

溶
接
時
の
芯

出
し
お
よ
び
所
要
時
間
に

つ
い
て
 

 
鋼
管

溶
接
時

の
芯

出
し
は
、
以
下
の
写
真
・
図
の

よ
う
に

仮
付
け
用
ピ
ー
ス
を
用
い
て
仮
止
め
し
、
溶
接
熱

で
前
後
管
突

き
合
わ

せ
面
の

凹
凸

が
出
な
い
よ

う
に
し
て
行
う
。
 

 

 
 

 
 

写
真
－
鋼

管
の

仮
付
け
・

芯
出
し

状
況

 

 

図
－
仮
付
け
用
ピ
ー
ス
の
形
状
 

 
ト
ン

ネ
ル

内
配
管

溶
接
の
専
門

業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
１
回
／
週
、
3
.
0h
r
／
回
の
断
水
条
件
に
お

い
て

、
下

図
の
所

要
時

間
で
あ

れ
ば
十
分
に

施
工
可
能
と
想
定
（
専
門
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
）
し
て
い
る
。
 

 
な
お

、
本

設
計
に

お
い
て
は
２

班
投
入
に
よ
り
工
期
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。（

光
線
防
御
等

の
安

全
管
理

面
で
２
班

投
入

が
限
界

）
 

 

（
２
・
３
号
、

４
号
ト
ン

ネ
ル

）
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

 
（
１
号
ト

ン
ネ
ル
）

 

 

単
位

作
業

能
力

班
数

日
数

(
断
水
)

(各
単

位
)

(班
)

(
回
）

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
設
置

一
式

-
-

4

引
き
込
み
用
治
具
設
置

一
式

-
-

1

イ
ン
バ
ー
ト
引
込
み

4ピ
ー
ス

1
1

4

イ
ン
バ
ー
ト
円
周
方
向
接
合

(
ﾌ
ﾗﾝ
ｼﾞ
)

3
ヵ
所

1
2

2

ク
ラ
ウ
ン
引
込
み

4ピ
ー
ス

1
1

4

ク
ラ
ウ
ン
円
周
方
向
接
合

(
溶
接
)

3
ヵ
所

0
.
5

2
3

軸
方
向
接
合

(
溶
接
)

8
ヵ
所

1
2

4

溶
接
部
検
査

一
式

-
-

1

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
設
置

一
式

-
-

4

引
き
込
み
用
治
具
設
置

一
式

-
-

1

イ
ン
バ
ー
ト
引
込
み

4ピ
ー
ス

1
1

4

イ
ン
バ
ー
ト
円
周
方
向
接
合

(
溶
接
)

3
ヵ
所

0
.
5

2
3

ク
ラ
ウ
ン
引
込
み

4ピ
ー
ス

1
1

4

ク
ラ
ウ
ン
円
周
方
向
接
合

(
溶
接
)

3
ヵ
所

0
.
5

2
3

軸
方
向
接
合

(
溶
接
)

8
ヵ
所

1
2

4

溶
接
部
検
査

一
式

-
-

1

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
設
置

一
式

-
-

2

引
き
込
み
用
治
具
設
置

一
式

-
-

1

イ
ン
バ
ー
ト
引
込
み

2ピ
ー
ス

1
1

2

イ
ン
バ
ー
ト
円
周
方
向
接
合

(
溶
接
)

1
ヵ
所

0
.
5

2
1

ク
ラ
ウ
ン
引
込
み

2ピ
ー
ス

1
1

2

ク
ラ
ウ
ン
円
周
方
向
接
合

(
溶
接
)

1
ヵ
所

0
.
5

2
1

軸
方
向
接
合

(
溶
接
)

4
ヵ
所

1
2

2

溶
接
部
検
査

一
式

-
-

1

工
程
日
数
（
要
断
水
回
数
）

４ 号

5
1
0

1
5

2
0

作
業
項
目

数
量

１ 号 ２ ３ 号

318



319

takashi_kaneko520
長方形



補
足
説

明
７
．

鋼
管

の
継
ぎ
手
構

造
に
つ
い
て
 

 
本
設

計
で
は

、
鋼
管
の
継
手
は
溶
接
構
造

と
し
て

お
り
、
水
没
が
避
け
ら
れ
ず
、
鋼
管

を
そ
の
ま
ま
の
形
状
で
坑
内
搬
入

で
き
る

１
号
ト

ン
ネ

ル
の
み
フ
ラ

ン
ジ
止
め
と
し
て
い
る
。

 

同
一

水
路
で

鋼
管
に
よ
る
ト
ン

ネ
ル
補
強
を
行
っ
た
前
歴
事
業
（
三
方
原
地
区
施
設
整
備
事
業
・
S
51
～
5
4
年
度
）
で
は
、

継
手
構

造
に
ソ

ケ
ッ

ト
式
を
採
用
（
下
図
）
し
て
お
り
、
本
設

計
に
お

い
て
も
同
型
式
を

採
用
す
れ
ば
、
作
業
時
間
の
短
縮

が
図
れ

、
よ
り

確
実

な
工
程
日
数

の
設
定
が
可
能
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
 

た
だ

し
、
鋼
管
の
ソ
ケ
ッ
ト
式
継
ぎ

手
は
コ

ス
ト

が
嵩
む
こ
と

に
加
え
、
①
本
設
計
の
補
強
目

的
が

耐
震
補

強
で
あ
る

こ

と
、
②
各
種
基
準
書
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｉ

Ｐ
管
と
Ｆ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
管
の
耐
震
設
計
手
法

は
明
示
さ
れ

て
い

る
が
、
鋼
管
に
関
し
て

は
溶
接

継
ぎ
手

構
造

の
み
明
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
等
、
構

造
計
算
手
法
の
面
で
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
 

今
後

は
、
上
記
課
題
に
つ
い
て
の
検

討
を
深

め
、
鋼
管
ソ
ケ
ッ
ト
式
継
手

の
採
用

の
妥
当
性
を

判
断

し
て
い

き
た
い
と

考

え
る
。
 

 

 

                          

 

補
足
説

明
８

．
鋼
管

の
端
部
テ
ー

パ
ー
処
理
に
つ
い
て
 

 
本
設

計
で

は
、
背

面
充
填
材
の

漏
出
防
止
壁
と
し
て
、
端
部
妻
面
に
レ
ン
ガ
積
み
を
行
う
計
画
で
あ
る
。
 

ま
た

、
レ
ン
ガ
壁
面
の
み
で
は
充
填
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
鋼
管
端
部
に
ス
テ
ィ
フ
ナ
ー
を

設
け

、
こ
れ
を

レ
ン
ガ

の
補

強
材
と

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
端
部
の
形
状
は
施
工
性
を
優
先
し
、
ス
ト
レ
ー
ト
エ
ン
ド
と
し
て
い
る

が
、
水

理
性

能
の
低

下
は
無
論
の

こ
と
、
浮
遊
物
の
衝
突
や
引
っ
掛
か
り
が
生
じ
て
、
更
な
る
水
理
性
能
の
低
下
や
、
管

体
の
損

傷
発

生
が
懸

念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
 

工
事

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
下
図
の
よ
う
に
端
部
を
テ
ー
パ
ー
処
理
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
上

記
課

題
の
克
服

に
努
め

る
も

の
と
す

る
。
 

 
 

（
現
設
計

）
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
改

善
案
）

 

  

Ａ
部

詳
細
図

 

図
－

前
歴
事
業

で
用
い
ら
れ
た

補
強
鋼

管
の
構
造

 

A
部

 

A
部
詳
細
図
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